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あリがたさ 
しあわせ 



我が里の 
秘境に 
人知れず 
咲く無数の 
花の香を 
調合した 
ものにござ 
リますれば 



必ずお気に 
召す4 P の 
かと…… 
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思いのほか商売が 
ぅまくいつた菊丸は 
大喜びで帰りについ 
たのでございます。 
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新妻の身を案じな 
がら夜をついて山を 
越えるぅちいつの 
間に深い谷に迷い 
こんで しまいました。 
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あなたの 
ような 
うら若き 
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見事な 
蛍の群れを 
見るのは 
始めて… 
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沼の 
水面が 
閹だと 
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かげろ、つの 
よ、つに 
ゆれて 
いる- 
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いるの 
です 
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明日は 
消える 
命を知フ て 


燃えあが 
らせる 
最後の炎を 
かげろうの 
様に水面に 
写す . 


，參' 


JI1 




つかの間の 
命に燃える 
あわれな 
生物 
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女性とて 
同じこと 


漆黒の闍て 
一人待つ身の 
淋しさに 
胸の炎は 
業火となリ 
燃えあがつて 
おリます 


































せい見水 
ぬけて面 
まはを 
































_ 山の 
夜叉を 
生け捕リに 
した者には 


なんとその顔は 
I 夜にして白髪の 
老人に変貌してい 
たので ございます 


翌あさ朝露の 
冷たさに眼をさま 
した菊丸が水面に 
顔を写す-1 
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望み 
通リの 
恩賞を 
とらす 
ぞつ/ 
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あやかしと 
い^のは 
てすね… 


お婆さん 
おひとり 
てすか 


あやかし 
とはなんて 
まするか？ 




わた < しは 
旅の僧に 
ご■■さいます 




耳が遠く 
なられ 
ましたか 


この山に 
ちかごろ 
旅の者の 
首を喰らう 
あやかしが 
てると聞い 
おりますが 
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ございます 


そうじや 
なくて 
僧なん 
てす 
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もしや 
どこかて 
この様な 
銘を持つた 
夫にめぐリ 
あわなかつた 
でしようか？ 


お坊様は 
諸国を行脚 
なされる 
おかた 


それは 
お淋しい 
ことて 


待って 
おります 


都に 

出かけた 
夫の帰りを 
待ちわびて 
おります 


なぜ 

ひとりて 

住んで 

おられ 

るか？ 


あやかしの 
出るやち 
知れぬ 
この様な 
山奥に 


あの日 
から 

どれぼど 
月日が 
経ちまし 
たやら 
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-1--丁度、十年目の 

盆の十三日目の事でございました。 


それは、菊丸が三日たつたら必ず 
帰るといい残して山をおりた日から 
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菊丸が 
山の中で 

見たこの 
沼が 



必らず 
応援に 
行< わ/ 


どうしたの< 
顔が蒼いわ 


. げに 

おそろしき 
女の執念か 


伝説に 
しては良く 
てさている 
はなしだ 



新妻は十年 

ものあいだ 
旅人の首の 
肉を喰らい 


ただじつと 
夫の帰リを 
待ち続けて 
いたのよ 
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愛読者の熱望に応える I - の豪華総集編/ 品集及び特集① ( D は， 

- X 3 へ、 品切れになりました。 

■ B 5 判 410 頁美麗箱入上製本定価 1700円（〒170円）「ねじ式」より 



,p 



ウげ義春作品集 


B 5 判•上製箱入•総クロス • 二五〇頁予価二、二〇〇円(〒一七〇円： 

P 勺御予約の方に限り^^サィン本、郵送料当社負枳 
II 糸今ィ TT •万一 定価の上つ た 場合 も当初め 値段で お 送” します。 
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